
令和６年度第２回草加市みんなでまちづくり会議 

議 事 録 

 

 

 

１ 開催日時 

  令和６年１１月１３日（水）午前１１時３０分～午後１時３０分 

  ※学生の参加者のみ、１時間ずつ前半後半に分かれて参加。 

２ 開催場所 

  獨協大学コミュニティスクエア 

３ 出席者 

 ⑴ 参加者   ３３人 

 ⑵ 進行    熊谷市市民活動センター センター長  

         立正大学・地域連携コーディネーター 生越 康治 氏 

 ⑶ 事務局   みんなでまちづくり課：板橋課長、阿部課長補佐、田沼主査、水内主事、長谷川主事 

 ⑷ 獨協大学 岡村教授、寺田研究助手 

 ⑸ オブザーバー 総合政策課：生亀課長、日高主任、御木主任 

４ 企画・協力 

 獨協大学地域総合研究所・岡村圭子研究室 

５ 会議の議題 

  みんなで考える草加のいいところ＠獨協大学 

６ 会議の手法 

 参加者からは、事前に「私のイチ押しの草加」（風景・お店・イベント・人など）の写真データを収受。会議時に、写真

を紹介の上、説明を頂き、参加者内での共有を行った。 

７ 公開・非公開の別 

  公開 

８ 傍聴者数  

  ０人 

９ 議事録署名人 

  小林 光雄、服部 満生子 

１０ 会議の主な内容 

 〇 挨拶 

 

 〇 事務局説明 

・みんなでまちづくり会議と草加市みんなでまちづくり自治基本条例について、草加産のお菓子について



（草加せんべい、コラボスイーツ、西れんげ草のサブレ） 

※コラボスイーツ（パウンドケーキ）については総合政策課から説明 

 

 〇 本日の会議進行について 熊谷市市民活動センター センター長 生越 康治 氏 

・参加者には事前に「私のイチ押しの草加」の写真を提出していただいたので、まちづくり登録員と学生が

交互に発表し、草加産のお菓子を楽しみながらそれぞれの視点での草加のいいところを考える。 

 

 〇 獨協大学 岡村 圭子 教授 

・写真を見ながら地域のいいところを探すとともに、こうなったらいいなということも話し合えれば。 

・地域総合研究所としてもみんなでまちづくり会議に協力させていただきありがたく感じている。 

・（岡村教授からも写真をご提出いただき、その説明として）研究の一環で行ったまつばらだんち祭の来場

者の居住地調査では、意外にもコンフォール松原やハーモネスからの来場者よりも、市内の他の地域から

の来場者が多かった。松原団地エリアの住民だけでなくかなり広いエリアの人が楽しむ場を提供してい

る、ある種の財産となっていると言えるのではないか。 

 

 

 〇 まちづくり登録員の「私のイチ押しの草加」 

・今年はまつばらだんち祭に当たりクラウドファンディングを募って松原団地西口公園に櫓（やぐら）を立

てた。また、駅から出て商店街を通って初めて目にする自然がこの公園である。写真に写っているメンバ

ーで植込みの手入れをしており、地域住民にとって思い入れのある憩いの場所になっている。 

・市内を自転車で回ることが多いが、自然がある道やほっと一息座れる場所が多いという印象がある。写真

の場所は、いつもいろいろな人が座って休憩しており、自身も休憩に使っている好きな場所である。 

・遊馬町で活動するあすまっぷ会の広報誌を紹介。遊馬町の祭りには１２００人くらいが来場して子どもも

喜んで来る。人形劇サークルや地元の陶芸家、町会と文化センターで立ち上げた子ども会などもある。 

・第３の居場所づくりの一環で行っている、ものづくり教室の風景。綾瀬川にちなんで、避難所へ誘導する

ための川魚の工作を行っている。学生の皆さんにもぜひ参加してもらいたい。 

・朝の散歩で撮影した手代橋から見える日の出の風景。映っている旧手代橋は昔は渋滞していたが今は通り

やすくなった。３年前には冬の一時期白鳥が来ていた。 

・自宅の屋根から電柱、電線の向こう側に見える富士山の写真。昔は電柱も少なくもっとよく見えていた。

皆さんも市内で富士山がよく見える場所を探してみては。 

・読書ボランティアの様子。絵本を通じた子育てと仲間づくりができたらと思い活動している。子どもだけ

でなく大人にとっても気持ちがなごむ場所になっている。 

・草加市役所の目の前にある子育て地蔵尊。毎月２４日に御開帳をしており、地域の方々が当番制で掃除も

している。昔、子宝に恵まれなかった人が近くの用水路に流れてきたお地蔵様を拾ってお祭りしたところ

子どもを授かったという謂れがある。 



・草加のまち歩きツアーで草加松原に行った様子。文化財として指定されている場所やドナルド・キーンさ

んの書いた石碑などもあり、歩いていて気持ちの良い場所。 

・以前広報そうかに掲載された写真で、昔の綺麗だった伝右川で釣りをしている様子。今では獨協大学の水

門がある辺り。 

・浸水する線路を昔の松原団地駅に向かって走る電車の様子。昔は台風が来るとすぐ洪水が起きていたが、

それでも電車は走っていて、会社員はズボンを持ち上げて駅まで行って電車に乗っていた。 

・市内で行っている性教育ワークショップでナプキンやタンポンの給水実験と生理痛体験をした時の様子。

８０代くらいの男性からは「こういったことを知らないまま何十年も生きてきた。貴重な機会だった」と

言ってもらえた。草加はこうした活動に助成金を出して背中を押してくれるまちだと思う。 

・旧町のお祭りの様子。最近は「草加もみ」が特徴のお神輿の担ぎ手が減ってきたので、中学校の生徒に伝

える事業を行っている。 

・中央公民館まつりでの昔遊びの様子。子どもだけでなく、大人も子どもに戻ったように楽しく遊んでい

る。大人にとって自分の子どもだけではない、様々な子どもたちと交流できる機会だった。 

・北谷の方にある桜並木の様子。身近な場所のお花見スポットとしておすすめ。地元を好きになるきっかけ

になれば。 

 

〇 学生の「私のイチ押しの草加」 

・大学近くにあるコーヒーショップがイチ押し。頼んでないのに大盛りにしてくれて安くておいしい。 

・電車で大学に通っているが、電車から見える伝右川の景色がイチ押し。特に紅葉の時期がおすすめ。自分

の住んでいる地域には川や自然があまりないので、この景色を選んだ。 

・そうか公園テニスコートの入り口。高校生の頃から部活でそうか公園のテニスコートを利用しており、大

学に入ってからも週１で利用している。越谷のしらこばとなどのコートも利用していたが、面数の多さや

更衣室の綺麗さでそうか公園の方がおすすめ。 

・ふささら祭りに大学の活動の一環で参加したときの様子。福島県のいいものを草加の人に知ってもらう取

組。大学内では市民と触れ合う機会がなく、去年のふささら祭りでは多くの人と触れ合うことができて貴

重な体験だった。 

・夜の獨協さくら橋。桜が咲く時期であれば左側にしだれ桜がある。地元は畑が多いが、草加はあまりない

ので違いを感じている。 

・草加はサウナのまち。サウナが好きで温浴施設等でアルバイトもしているが、草加は全国で見ても高レベ

ルの施設がある。健康センターも朝風呂などで利用している。 

・夜の松原団地記念公園。地元の赤羽にはこんなに広い公園がなく、自然が感じられるお気に入りの場所。 

・角上魚類とジョーシンの交差点にある歩道橋の上からの景色。大学帰りにふと見たらスカイツリーと富士

山が見えてとてもきれいだった。地元の宇都宮からは富士山が見えないので、草加で富士山の見える風景

を楽しんでいる。 

・趣味のランニングでよく利用しているそうか公園の様子。走りやすく、ランニングにおすすめの公園。 



・草加は綺麗な空が印象的。地元の千葉と比べて空がよく見えるように感じる。 

・大学近くにあるラーメン屋「鷹の目」のラーメンの写真。疲れた時によく食べに行く。 

・草加のミュージシャンと交流している。一般的に音楽というとクラシックが多いが、草加はＲ＆Ｂやジャ

ズなど黒人をルーツとした音楽を楽しむ人が多い印象。イベントなどでライブの機会があればぜひ参加し

たい。 

 

 

 〇 会議まとめ 熊谷市市民活動センター センター長 生越 康治 氏 

 まちづくり登録員と学生が交流する良い機会となり、それぞれの視点での草加のいいところを知ることが

できたと思う。学生の発表の中には草加市には住んでいないけれども、市外から通学しているからこそ見え

るものがあった。ぜひ紹介のあった場所を訪れてみて欲しい。 

 

  




